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　胆管癌は予後不良な悪性腫瘍である．胆管癌の治療成績向上を目指して，診
断・治療法の開発・改善のさまざまな取り組みが行われてきた．胆管癌の高危
険群に対する検索から，早期の胆管癌を診断できる可能性もあるが，多くの胆
管癌は進行癌の状態で診断されている．しばしば黄疸が診断の契機になってい
る．いかに胆管癌を拾い上げて，鑑別診断を行っていくかが重要である．また，
手術適応や手術術式を的確に決定するために，正確・詳細な進展度診断が求め
られる．画像・内視鏡診断など，さまざまな診断法が用いられ進歩しているが，
どのように組み合わせて胆管癌の診断を進めていくかを理解しておく必要がある．
　外科手術については，本邦の専門施設が中心となって開発が推進され，優れ
た成績が報告されるようになってきた．しかし切除可能例でも，術後早期に再
発する症例も多く，周術期の補助療法の導入が試みられている．まだ多くみら
れる切除不能例に対する薬物療法も進歩してきている．従来の化学療法に加え
て分子標的治療薬や免疫チェックポイント阻害薬による治療も行われている．
切除不能例に対する胆道ドレナージ・ステント治療も進歩が著しい．また放射
線治療も一定の役割を果たしている．胆管内乳頭状腫瘍（IPNB）や肝内胆管癌に
対する理解も進んできた．
　このように複雑な胆管癌診療の現況を，エキスパートに解説していただいた．
読者の理解の一助となることを祈っている．
 （杉山　政則）
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